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アヂシキタカヒコネノカミはなぜ“大御神，’なのか

秋田巖

みたま

神殿から新ﾈ申殿へと「御霊移りの儀式」が執り

行われるのであるが、その時、運ばれるモノが
ぎよ

「御」と呼ばれる神体である。大御ﾈﾎの中核を

なすモノが「御」であり、大御神と大神の差は

大きい。

ところで、大神と呼ばれる神様たちはといえ

ば、まず出雲の大神（大国主の神、大物主の大
おＩまみわ すみのえ

神）、そして意富美ﾎﾟﾛの大神、墨江の大ﾈ申、高
ちかへし

木の大ﾈ印（タカミムスヒの神）、道反の大ﾈ印、
よもつ

黄泉津大神力ざましますのだが、ここではこれら

「大神」がいることを指摘するにとどめ、「大

御神」に戻ろう。

Ｉはじめに
おほ

おなじみの日本神話『古事言己』において、大
みかみ

御神の尊称が付与されている神は二柱しかし』な
あぢしきたかひこ

い。つまり、タイトルに挙げたＩ可遅志貴日子
ねのかみ

根神（阿治志貴日子根ﾈﾎ・阿遅組高日子根神）

と、あと－柱は、力､の天照大御神である。アマ

テラスが大御神と呼ばれるのはもっともなこと

であるが、神話研究者を除いてはほとんど誰も

知らないような神、アヂシキタカヒコネが大御

神と呼ばれることは不思議なことであり、手元

の神話事典'）にも「記の系譜にアジスキタカヒ
たきりびめ 力ｕも

コネはオホクニヌシと多紀理Hllt売の子、「迦毛
かもひなかたみわ

の大御神」とされているが、Ｗ鳥、宗像、三輪、
はじ ●●●●●

土師氏との関係、記に三柱2）だけの大御神とさ
●●●●

れる理由、その発祥は大和なのか出雲なのか、

神婚説話・七夕伝説・ホムチワケ説話とのかか
●●

わりなど、なお不明な点を多く残している」

（傍点引用者）と記述がある。つまりアヂシ

キタカヒコネがなぜ“大御神，’なのか理由がわ

からないのだ。といってこの事典は1997年出版

のものであり、その後の研究の様子を調べ尽く

さないといけないのだが、今のところ大御神と

される根拠が示された文献を見い出しえていな

い。またそれ以前の研究についても渉猟が必要

なのであるが、それも未完であり、まずは速報

として発表させていただく。

Ⅲアヂシキタカヒコネノカミ

Ｌ喪屋での大暴れ

さて、この神様が古事記の記述の中のどこで
あめわかひ二

登場するかとし､えば、天若日子のくだりであ

る。
あしはらみずほ<に

すなわち、アマテラスカョ「葦原の水穂の国'よ
わみこまきかあかつかちはやひあめおしぼみみ

我力訂御子の正勝吾勝勝速日天の忍穂耳の命のお

治め遊ばすべき国である」３）と仰せになったこ
●●

とからことが展開し始める。つまり、葦原の水

穂の国もだいぶ良く出来上がったので、そろそ

ろ、私の子・オシホミミに治めさせるのが良い

だろう、といい始める。

そこで当のオシホミミを葦原の中つ国へやる

のだが、オシホミミは中つ国の騒々しさに狼狽

し逃げ帰ってしまう（視察しただけ）。それで

はと次にアメノホヒが遣わされるのだが、大国
かえりごと

主に媚びへつらし』、三年間復奏しなかった。そ
あまつ<にたまのかみ

うしてつかわされたの力§天津国王神の子、アメ

ワカヒコである。しかし、この神は大国主の娘
したてるひめ

の下照比売と結婚してしまし､、８年経っても復

奏をしない。そこで、アマテラスとタカミムス

おほみかみおほかみ

Ⅱ大御神と大神

「大神」つまり「御」の字が抜けたオホカミ

なら他にもいるが、この「御」の字のある無し

の差は大きいと思われる。

伊勢神宮では二十年に一度のご遷宮の際、古
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きじくななきめ

上を中,し､に相談し、雄子名鳴女を遣わすのであ

るが、あろうことかタカミムスヒから下賜され

た呪具の弓矢でアメワカヒコはキジのナキメを

射殺してしまう。

その矢はキジのナキメを貫通して天の安の河

の河原にいたアマテラス・タカミムスヒのとこ

ろに達する。自分が与えた矢に血がついて手元

にかえってきたことをいぶかしんだタカミムス

ヒは「アメワカヒコが不届きな心を持ってこ

の矢を使ったのであるならアメワカヒコに当た

れ」と言って地上に投げ返す、と、アメワカヒ

コに命中し、絶命する。

かくして、アメワカヒコの葬儀が執り行われ
あまつ〈にたまのかみ

る。父である天津国王神Iま天から降りてきて、

アメワカヒコの妻のシタテルヒメなどと共に泣

き悲しんでいる。そこにシタテルヒメの兄のア

ヂシキタカヒコネも弔問に訪れる。すると、周

りが驚く。何しろ、アメワカヒコにそっくりな

のだ。瓜二つ。あまりに似ているので、「アメ

ワカヒコが生き返った」と勘違いしアマツクニ

タマやシタテルヒメは大喜びする。「私の子は

死ななかった」「私の夫は死ななかった」と手

足に取りすがり泣き喜ぶ。するとアヂシキタカ

ヒコネは「積れた死人と間違うとは何事だ！」

と大いに怒り、剣を抜いては暴れ、喪屋を蹴飛

ばしては暴れ、怒り狂ったまま飛び去ってしま
ひなぶり

う。妹シタテノレヒメは夷振の歌でそれを見送

る。

２．出雲国風土記におけるアヂシキカタヒコネ

ノカミ

アヂシキタカヒコネノカミはかくのごとく乱

暴者であるのだが、この神の他の特徴を見てみ

よう。

ここまでは『古事記』を見てきたが、ここで

「風土記』を参照する。『出雲国風土記』に
たかきしさと

'よ、以下の記述がある。まず、「高岸の郷」の

項。

あめしたつ< おおかみ

郡家の東｣ヒニ里。天の下所造らしし大神の
み二あぢすきたかひ二のみこといたひるよるなま

御子、阿遅須枳高日子命、甚〈昼夜:>：き坐
よ そこたかや いま

しき。（Ⅱ'りて、其処に高屋造りて坐せき。
すなわたかはしたのぼ<だ ひだまつ

HUち高椅を建てて登り降らせて、養し奉り
かれたかきしい

き。故、高崖と云ふ

（現代語訳「高岸の郷。郡役所の東北二里

［１１キロメートル]・天の下をお造りになっ

た大神の御子、阿遅須枳高日子命が昼とな

く夜となく、ひどくお泣きになった。それ

で其処に高床の建物を造って、御子をお据

えした。そして高い梯子をたてて登り降り
たかきし

させて養育し申し上げた。だから、高崖と

いう」）５）

みつさと

とある゜また、三津の郷の項に|よ

さとおおかみおほなもちのみ二とみ

郡家の西南二十五里。大神大穴待命の御
二あぢすきたかひこのみことみひＩｆやつかお

子、阿遅須枳高日子命、御須髪ﾉI握に生ふ
なま ことかよ

るＥｆで、昼夜突き坐して、辞通はざりき。
そ みおやみことみこ

ｆＦｉの時、御柤の命、御子を船に乗せて、
やそしまゐめぐ うらかしたま なお

ノ(十島を率巡りて、宇良ｶﾛ志給へども、猶
な や いめね

突くこと止まずありき。大神、夢Iこ願ぎ給
みこなよしの

ひしぐ、「御子のう：<由を告らせ」と夢
ねま そのよ ことかよ

’こ願ぎ坐ししかば、則夜の夢に御子辞通ふ
みま すなわざ と そ

と見坐しき。則ち痛めて問ひ；合へば、ホの
みつまを そ いづ

時「御津」と申したまひき。ホの時、「(可
くしかい すなわみおやみ

処を然云ふ」と問ひﾎﾟ合へば、即ち御柤の御
まへ （、ま いしかはわた

前を立ち去り出で坐して、石Ⅱ|を度り、坂
いたとどま ここ ま§ず

の上|こ至り留り、「是処ぞ」と申したまひ
そ そ ながい みみ

き゜ｆ｢(の時、其の津の水1舌れ出でて、御身
ゆあま

沐浴み坐しき。

（現代語訳「三津の郷。郡役所の西南

おとたなばた

天７５ﾐるや弟棚機の
みすまる

うZjﾐがせる玉の御統、
だま

御統Iこあな玉Iまや゜
たにふた

み谷二わたらす
あぢしたかひこれ

ﾄﾞ可遅志貴日子根のキ印そ。

この歌にあるくみ谷二わらす阿遅志貴日

子根の神〉とは、折口信夫によれば、この神が

長大な蛇体の神であることを表すという４)。

物語は、そして大国主の国譲りへとつながっ

ていく－．
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二十五里[１３４キロメートル]・大神大穴持

命の御子、阿遅須枳高日子命が、おひげが

長くのびるほどになっても、まだ昼も夜も

泣いておいでになるばかりで、ことばも

しゃべれなかった。そのとき、御親の大神

が、御子を船に乗せてたくさんの島々を連

れてめぐって、心を楽しませようとなさっ

たが、それでも泣きやまなかった。大神が

夢でのお告げを祈願なさって、「御子が泣

くわけをお教えください」と夢見を祈願な

さったところ、その夜の夢に、御子が口を

きくようになったとご覧になった。そこで

目覚めて御子に問いかけなさると、御子は

「御津」と申された。そのとき大神が、

「どこをそう言うのだね」とお尋ねになる

と、御子はただちに御親の前から立ち去っ

て出て行かれ、石川を渡り、坂の上まで

行ってとどまり、「ここです」と申され

た。そのとき、その津の水が湧き出て、そ

の水を浴びてお身体を浄めなさった」）６）

え見出したのであるが、「難儀な労働の繰り返

し」には「魂鎮め」の力もまた内包されている。

そして、高所と低所を行き来する行為は意識

の幅を拡大させることもする。

シーシュポスは罰としてこの業体を担わされ

ているのだが、では、アヂシキタカヒコネノカ

ミは何故にこのような「魂鎮め」を為さねばな

らなかったのか。

（ii）泣き叫び、かつ、喋れないということ

また御津の郷の話では、アヂシキタカヒコネ

は泣き叫ぶ“から”なのか、泣き叫び“かつ”

なのか読み取りにくいのだが、ともかく、言葉

が喋れない。こちらの話では八十島巡り（これ

も鎮魂め）でも効果なく、夢と水浴（浄め）が

行われた。

“叫びかつ喋れない，，。これはその苦しみの

すさまじさを物語る。

『古事記ｊの「物言わぬ子」の話としてはホム

チワケ説話がある。ホムチワケも長く物を言わ
すし､にん さほ

なかった。それは何故力､。垂仁天皇は后の沙本
びめ

lllt売に殺されかかった。危うく助かった垂仁天
さほびめ

皇は后を焼き殺す。その直前(こ沙本HIt売から生

まれたのがホムチワケなのだ7）。

ここでは物言わぬ理由が語られている。

とある。

高岸の郷の話では、アヂシキタカヒコネが昼

となく夜となくひどく泣くので、高い梯下を立

てて登り降りさせた。三津の郷の話では、ひげ

が長くのびるほどになっても泣き続け、言葉を

発せない。そこで船に乗せて八十島巡りをした

が泣きやまないので夢を通じて御津の水で体を

清めた－．

つらい目に遭うと人はそれについて語りたく

なったり、またその逆だったりする。「つらい

目」が極まっていけば、「語り」もすさまじく

なる。あるいは、その逆つまり「沈黙」も厳し

いものとなる。

ここでアヂシキタカヒコネがひげが長くのび

てもまだ激しく泣き叫び、かつ、固く沈黙を守
わけ

る。この理由はなIこか。よほどのことがアヂシ

キの身と心と魂に生じている。

（ｉ）高い梯子の登り降り

ここで本論とは直接の関係はないのだが、こ

の重要なイメージについて少し触れておく。泣

きやまないアヂシキタカヒコネの「魂鎮め」と

して高い梯子を登り降りさせる。この行為はギ

リシア神話のシーシュポスを連想させる。

ゼウスの怒りに触れ地獄に落とされたシー

シュポスは、大きな岩を山の頂まで転がして運

びあげる罰を与えられる。ところがせっかく山頂

まで運んでもその巨岩はまた下まで転がり落ち

る。ゆえに、シーシュポスは永遠に巨岩の運び

上げを繰り返さなければならない。カミュはシー

シュポスのこの行為にこそ人生の意味と幸福さ

Ⅳスサノヲ

大暴れをする神、ひげが長くのびてもまだ泣

き叫ぶ神、とくれば想起されるのはスサノヲで

あろう。

アヂシキタカヒコネとスサノヲ、この二柱は

似ている。
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この小論では詳述は避けるが、松前健は、ア

メワカヒコが死にアヂシキタカヒコネとして復

活したとし、山上伊豆母は両神はもともと同一

神であったとする。同様のことが中西進、西郷

信綱、吉井巌等々多数の研究者によって論ぜら

れている。両者を同一神とする（アメワカヒコ

が死にアヂシキタカヒコネとして復活する説も

ひっくるめて）見方は成立しうる。

化」したのであれば、ツクヨミの変容たるスサ

ノヲの高天原における乱暴狼籍をかなりの程度

許したことも、あるいは許さざるを得なかった

ことも納得である。

『古事記』においてただ二柱だけの大御神、

それがアマテラスとアヂシキタカヒコネであ

る。しかし、この両者では格が違いすぎる。ア

マテラスと、もう－柱、大御神がいるとすれ

ば、最も同格に近い神はスサノヲである。

アマテラスがツクヨミを「無化」し、ツクヨ

ミはスサノヲとして復活した。としても、最高

神の「この所業」が表立って語られていなくて

も不思議ではない。この秘儀が、アマテラスと

つながりの深いタカミムスヒの矢に殺されたア

メワカヒコ・その転生としてのアヂシキタカヒ

コネの項で少しだけわかりやすく語りなおされ

た、と考えることは不可能ではないであろう。

さて、ここに服部中庸という江戸時代の学者

がいる。服部はツクヨミ・スサノヲ同一神説

を提出している。この説に関しても詳しい紹介

はしないが、ツクヨミは食物神ウケモチを殺し

（日本書紀）、スサノヲもまた食物神オホゲツ

ヒメを殺している（古事記）。

アメワカヒコがタカミムスヒの矢によって殺

されアヂシキタカヒコネノカミとして復活した
●●●●●

如く、アヂシキタカヒコネノカミと似すぎてい
●

るスサノヲにも同様のことがあったのではない

か。

アヂシキタカヒコネがひげが長くのびるまで

泣き喚きあるいは言葉を発さなかったのは、ホ

ムチワケ同様、とてもつらい「過去」を背負わ

されていたからだと考えることはできないか。

ホムチワケはその父と母が殺し合った。その

業を担わされて生を受けた彼は言葉を発しな

かった。アヂシキタカヒコネは“アメワカヒコ

の時に，矢で射殺された。その想いがアヂシキ

タカヒコネを泣かせ続けたのではないか。「殺

された」ことが記憶には残っていなくても深層

に宿る「記憶」が号泣させ続けたのではない

か。故に「魂鎮め」が必要であった－゜

同様、スサノヲ、生まれたときから泣き叫び

ひげが長くのびてもまだ泣き叫び、「母」を求

め母の国へ行きたがったのも、余程のことをス

サノヲが背負っていたと考えるほうがむしろ自

然である。

そして、もし、アマテラスがツクヨミを「無

Ｖおわりに

『聖書ｊにおいてカインはアベルを殺害し、

追放される。そして、アベルのかわりに与えら

れたものがセトである。

アマテラスがツクヨミを無化し、復活したも

のがスサノヲであるとするならば、『聖書』と

『古事記』には重要な違いが二つある。まず、

『聖書』においては殺害者であるカインはエ

デンの園から追放され、『古事記』において追

放されたのはスサノヲの方である。二度までも

（葦原の中つ国から、そして高天原から）。

もう一つの違いは、アベルの「変容」の姿で

あるセトはアベルに比べ存在が稀薄である（こ

れは、十字架までのキリストに比して、「十字

架後のキリスト」のイメージがあまりに稀薄す

ぎることと重なる）のに対し、ツクヨミが「変

容」したスサノヲの存在感はすさまじい。この
はぎよう

違いは日本'こおいて「破形の英雄」Disfigured

Hero8）を成り立たせるための重要な原型である

かもしれない。
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